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論 文 内 容 の 要 旨
著者は京大荒木外科において, 昭和38年 5 月より昭和39年12月までの間に副出された頭蓋内庭場のうち
39例をえらび, そのうち36例の廻転培養法による組織培養に成功, その組織培養像を原産癌の病理組織像
と比較し, 詳細に検討を加えた｡
1) 下垂体腺腫の組織培養は従来からもっとも困難なものの一つとされていたが, 著者は11例の chrO-
m ophobe pituitary adenom a について試み, その全例において成功 した｡ 培養細胞は 7 日目をすぎる頃
から, 3通りの細胞配列様式を示 した｡ すなわち, diffuse, colonial および cord-like arrangem ents
で, それぞれ母組織の細胞の 3種類の配列, すなわち diffuse, sinusoidal および papillary types と
よく一致した｡
2) 松果体塵癌の組織培養も, 従来殆んど報告されていなかったが,著者は松果体部位の pinealom a お
よび視束交叉部に発生 した ectopic pinealom a 各 1例について, それらの組織培養に成功 した｡ 両者は
組織培養の上でも, よく類似 した形態および性格を示 した｡ 母組織の特徴をなす大小二種類の異なった細
胞は, 何れも旺盛に発育 し, 大型細胞には多核巨細胞をつくる著明な傾向がみとめられた｡ すなわち, 多
核巨細胞は, 大型細胞の am itotic division および cell fusion 両者の com bination で形成されるよう
に思われた｡ また培養の全経過を通じて, glia性細胞と思われるものの出現は全 く認められなかった｡ さ
らに対象として, 幼君哨乳動物の正常松果体を培養する事により, その実質細胞が上述の pinealom a の
大型細胞にかなり類似 しているのを認めた｡
3) nledulloblastom a の培養において出現 した細胞は, 形態学的にも, また性格の上でも, 正常幼若
晒乳動物の小脳外顧粒層を構成する細胞と, きわめて類似 してい た｡ 培養初期において, neurite-like
proccesses の出現, 初期より中期にかけて幼若 glia 性細胞の出現をみた｡ この事実が B ailey の言った
該鷹揚の bipotential説 - m edulloblastom a が神経細胞と glia 性細胞の両者への分化能力を秘めた
鷹揚であると言う説- を裏書きしているのか, あるいは鹿疾由来のものでなくて, 混在 している正常小
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脳組織によるものであるかば明瞭でない｡
4) 小脳の astrocytom a および大脳の oligodendrogliom a の組織培養では, かなり純粋な astrocytes
あるいは oligodendrocyte の出現をみたが, ependym om a の培養は不成功に終った｡
5) glioblastom a m ultiform e の組織培養においては, 他の gliom a の場合に較べて, 最も旺盛な細
胞の m igration をみ, 増殖細胞は未熟な glia 性細胞を主体としていた｡ しかし中には成熟 した astro-
cytes や, 他の glia 性細胞を多く含んだものまで, その名の示す如 く多様性を示した｡ しばしば多核巨
細胞の出現をみたが, それらは am itotic division によって形成され, 細胞自体にその potential を潜
有する事実が観察された｡
6) 所謂 giant-celled glioblastom a l 例の組織培養を経験 したが, glia 性細胞の出現を全 く認めな
かった｡ この事実は該腰湯の pathogenesis の究明に, 一つの示唆を与えるものと思われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
1) 下垂体のクロモフォーブ腺腫11例全例の組織培養に成功 した｡ 培養細胞は3 通りの配列様式, すな
わち diffuse, colonial および C ord-1ike の配列を示 したが, これはもとの腫癌の組織学的細胞配列に
対応するものであったQ
2) 松果体腫 2例の培養に成功 したが, 原塵癌の特徴である大小 2種の細胞はいずれも旺盛に発育 し,
大型細胞は多核巨細胞をつくる傾向が著明であった｡ これと類似の大型細胞が幼若晴乳動物の正常松果体
の培養でも得 られた｡ 松果体腫培養の全経過を通じてグリア性細胞らしいものの出現はなかった｡
3) 小脳髄芽腫の培養で出現 した細胞は, 正常幼君噂乳動物の小脳外額粒層を構成する細胞ときわめて
類似していた｡
4)一その他小脳星細胞腫, 大脳オ1) ゴデンドログl) オーム, 多形豚芽塵についても培養を行なって, い
ろいろおもしろい所見を得ている｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡ ､
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